
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働
者
の
大
幅
賃
上
げ
で
経
済

回
復
を
目
指
す
。
全
国
一
律

最
低
賃
金
１
，
５
０
０
円
実

現
で
全
て
の
職
場
で
賃
上
げ

さ
せ
る
。
８
割
を
超
え
る
未

組
織
労
働
社
、
国
民
全
体
へ

の
世
論
を
大
き
く
着
く
っ
て

行
く
こ
と
が
重
要
。
自
動
的

に
は
賃
金
や
組
合
員
は
増
え

な
い
。
全
て
の
職
場
で
、
あ

ら
ゆ
る
行
動
を
展
開
し
、
な

か
ま
の
力
を
総
結
集
し
て
、

２５
春
闘
を
粘
り
強
く
た
た

か
い
抜
き
ま
し
ょ
う
。」
と
力

強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
決

意
表
明
と
し
て
、
東
幹
事
よ

り
「
現
在
ト
ラ
ッ
ク
産
業
の

状
況
は
、
長
年
、
低
賃
金
、

「
労
働
条
件
確
保
等
に
関
す

る
請
願
」
署
名
４
，
２
１
５

筆
を
厚
生
労
働
省
の
担
当
職

員
へ
提
出
し
、
最
後
に
川
路

中
央
副
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で

２５
春
闘
を
た
た

か
い
抜
き
、
要
求
実
現
の
為
、

共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

（
記
事
作
成
：
大
陽
液
送
分

会
大
田
貨
物
班
・
長
谷
川
達

三
） 

 

長
時
間
労
働
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
な
っ
て
い
る
。
大
型
免

許
取
得
に
経
験
年
数
、
年
齢

制
限
も
あ
る
上
、
教
習
所
の

料
金
が
高
額
な
為
、
取
得
数

が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
が
進

み
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
ト
ラ

ッ
ク
産
業
が
衰
退
し
て
い

く
。
」
と
訴
え
、
「
現
在
の
改

善
基
準
告
示
は
不
完
全
。
運

賃
や
多
重
下
請
け
構
造
に
対

し
て
も
強
制
力
の
あ
る
法
案

に
し
、
労
使
協
に
魅
力
あ
る

ト
ラ
ッ
ク
産
業
に
し
て
い
け

る
よ
う
、
政
府
・
各
省
庁
に

訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

適
正
運
賃
を
試
算
す
れ
ば
１

０
t
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

で
年
収
７
０
０
万
円
は
可

能
。
即
結
果
が
出
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
長
い
時
間
を
か

け
れ
ば
実
現
出
来
る
。
２
５

春
闘
を
ト
ラ
ッ
ク
産
業
改
善

元
年
と
位
置
づ
け
春
闘
を
た

た
か
う
。」
と
力
強
く
決
意
表

明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

 

３
月
６
日
（
木
）
建
交
労

中
央
行
動
「
建
交
労
２
０
２

５
年
春
闘
中
央
決
起
集
会
」

が
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
大

会
議
室
で
行
わ
れ
、
約
１
３

０
名
の
な
か
ま
が
集
ま
り
、

全
国
酸
素
部
会
８
名
、
大
阪

ト
ラ
ッ
ク
部
会
２
名
、
大
阪

合
同
支
部
１
名
、
関
西
支
部

４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

足
立
中
央
執
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
で
は
「
実
質
賃
金

が
上
が
ら
な
い
中
、
物
価
・

燃
料
高
騰
に
よ
り

２５
春
闘

を
取
り
巻
く
情
勢
は
日
本
の

全
て
の
人
が
対
象
。
拡
大
し

続
け
る
大
企
業
の
内
部
留
保

を
社
会
的
に
還
元
さ
せ
、
中

小
企
業
へ
回
せ
る
。
中
小
労
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大
阪
府
本
部
と
大
阪
ト
ラ

ッ
ク
部
会
の
共
済
で
、
３
月
９

日
（
日
）
に
「
多
重
下
請
け
構

造
の
禁
止
！
適
正
運
賃
の
義

務
化
！
」、「
運
輸
・
建
設
労
働

者
の
大
幅
賃
上
げ
と
労
基
法

改
悪
反
対
！
」、「
万
博
開
催
、

カ
ジ
ノ
建
設
中
止
！
消
費
税

廃
止
！
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

廃
止
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ト

ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
ま
し
た
。
大
阪
府
本
部

と
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
共
催

の
ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン
プ
パ
レ
ー

ド
は
、
午
前
８
時
３０
分
か
ら
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消
費
税
廃
止
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
廃
止
や
万
博
開
催
中
止
、

カ
ジ
ノ
建
設
阻
止
な
ど
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
大
阪
市
内

に
向
け
て
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
野
田
阪
神
駅

前
で
は
、
関
西
支
部
組
合
員
の

み
な
さ
ん
１３
名
で
春
闘
宣
伝
、

な
ん
ば
一
栄
前
で
は
、
全
体
で

１５
名
が
参
加
。
大
阪
合
同
支
部

９
名
、
国
交
労
組
２
名
、
国
家

公
務
員
ユ
ニ
オ
ン
３
名
、
大
建

労
１
名
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
決
起
集
会
の
全
体
参
加
者

は
１
２２
名
、
パ
レ
ー
ド
参
加
車

両
は
３４
台
と
宣
伝
カ
ー
３
台

で
し
た
。 

活
は
守
れ
な
い
。
あ
き
ら
め
ず

に
最
後
ま
で
交
渉
し
よ
う
。
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
来
賓
あ

い
さ
つ
と
し
て
日
本
共
産

党
・
清
水
た
だ
し
元
衆
議
院
議

員
、
大
阪
労
連
・
福
岡
議
長
、

大
阪
建
設
共
闘
・
矢
野
事
務
局

長
、
大
阪
交
運
共
闘
・
庭
和
田

事
務
局
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
阪

ト
ラ
ッ
ク
部
会
・
東
事
務
局
長

か
ら
注
意
事
項
の
説
明
が
あ

り
、
最
後
に
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部

会
・
橋
本
部
会
長
の
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
決
起
集
会
が
終
了
。 

決
起
集
会
終
了
後
は
、
物
価

高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ
獲
得
、

決
定
し
、
要
求
提
出
対
象
職
場

４
０
職
場
で
２
月
３
日
を
皮

切
り
に
要
求
書
を
提
出
。
建
交

労
が
組
織
す
る
企
業
規
模
は

圧
倒
的
に
中
小
零
細
企
業
で

す
。
個
別
の
企
業
単
位
だ
け
の

交
渉
で
は
、
燃
料
高
騰
・
光
熱

費
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
高

に
よ
る
経
費
増
大
、
見
通
し
が

つ
か
な
い
な
ど
を
理
由
に
、
賃

上
げ
交
渉
が
進
ま
な
い
状
況

も
考
え
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
た

う
え
で
「
早
々
に
１
万
３
，
２

０
０
円
の
引
き
上
げ
回
答
の

職
場
も
出
て
き
て
い
る
。
粘
り

強
く
経
営
者
を
説
得
す
る
交

渉
力
が
な
け
れ
ば
自
ら
の
生

夢
洲
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
で
決

起
集
会
を
行
い
、
荻
田
書
記

長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
ま

し
た
。
冒
頭
に
主
催
者
を
代

表
し
て
実
行
委
員
長
の
前
村

執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。

前
村
執
行
委
員
長
は
、
「
私

た
ち
建
交
労
大
阪
府
本
部

は
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
・
生

計
費
原
則
に
基
づ
く
統
一
要

求
基
準
と
し
て
日
額
２
，
０

０
０
円
以
上
、
月
額
４
万
４
，

０
０
０
円
以
上
、
パ
ー
ト
・

短
時
間
労
働
者
の
時
間
給
２

５
０
円
以
上
の
要
求
実
現
を



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低
賃
金
が
当
た
り
前
の
業
種

に
な
っ
て
い
る
。
運
輸
業
を

魅
力
あ
る
業
種
に
し
て
い
く

に
は
、『
多
重
下
請
け
構
造
の

禁
止
、
適
正
運
賃
の
義
務
化
、

改
善
基
準
告
示
の
見
直
し
が

必
要
で
す
。』
と
訴
え
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
本
社
前
で
建
交
労
西
日
本

日
行
動
と
し
て
行
わ
れ
、
早

朝
に
は
、
な
ん
ば
駅
前
と
淀

屋
橋
駅
前
の
２
カ
所
で
春
闘

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。 

建
交
労
大
阪
は
、
な
ん
ば

駅
前
に
１０
名
の
参
加
者
（
関

 

建
交
労
大
阪
府
本
部
は
、

３
月
１３
日
（
木
）
回
答
指
定

日
の
翌
日
の
統
一
行
動
と
し

て
取
り
組
ま
れ
た
「
３
・
１３

大
阪
総
行
動
」
に
結
集
し
ま

し
た
。
大
阪
総
行
動
は
、
終

西
支
部
４
名
、
大
阪
合
同
支

部
１
名
、
此
花
支
部
１
名
、

関
西
ダ
ン
プ
支
部
２
名
、
鉄

道
２
名
が
結
集
し
ま
し
た
。 

 

な
ん
ば
駅
前
の
宣
伝
行
動

で
は
、
荻
田
書
記
長
が
建
交

労
を
代
表
し
て
弁
士
を
務
め

ま
し
た
。
荻
田
書
記
長
は
「
今

年
３
月
に
入
っ
て
か
ら
も
物

価
高
騰
が
収
ま
る
気
配
が
な

い
。
ま
た
燃
料
高
騰
に
よ
り
、

労
働
者
の
実
質
賃
金
は
減
る

い
っ
ぽ
う
で
厳
し
い
生
活
に

な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
政
府
は
消
費
税
の
減

税
や
暫
定
税
率
の
引
き
下
げ

に
難
色
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
厚
生
年
金
保
険
料

や
健
康
保
険
料
を
引
き
上
げ

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
額
療
養
費
の
上
限
額
ま
で

引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
国
民
世
論
の

批
判
の
声
が
相
次
ぎ
、
政
府

も
高
額
療
養
費
の
上
限
額
引

き
上
げ
を
見
送
る
こ
と
に
な

っ
た
。
要
す
る
に
声
を
上
げ

な
け
れ
ば
改
悪
さ
れ
る
の

が
、
今
の
自
公
政
権
だ
。」
と

指
摘
し
、「
今
、
多
く
の
国
民

が
望
ん
で
い
る
の
は
、
消
費

税
の
減
税
で
可
処
分
所
得
を

増
や
し
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
経

済
を
活
性
化
さ
せ
る
近
道
で

す
。」
と
述
べ
た
上
で
、「
建

交
労
大
阪
が
多
数
組
織
す
る

運
輸
業
は
、
長
時
間
労
働
と
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加
者
は
、
８
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
決
起
集
会
終
了
後
は
、

女
神
像
前
か
ら
西
梅
田
公
園

前
ま
で
「
物
価
高
騰
を
上
回

る
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ

う
！
大
企
業
は
内
部
留
保
を

社
会
的
に
還
元
し
ろ
！
」
な

ど
訴
え
な
が
ら
大
阪
市
民
・

府
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。 

  

訴
え
る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

当
該
の
建
交
労
西
日
本
鉄
道

本
部
の
高
田
さ
ん
は
、「
昨
年

を
上
回
る
賃
上
げ
回
答
額
に

な
り
ま
し
た
が
、
我
々
の
組

合
が
要
求
し
た
３
万
８
，
０

０
０
円
に
は
届
か
な
い
回
答

額
だ
。」
と
回
答
額
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
訴
え
を
し
ま
し

た
。
午
後
１２
時
１５
分
か
ら

は
、
本
町
に
あ
る
国
際
ビ
ル

前
か
ら
大
阪
市
役
所
前
の
女

神
像
ま
で
デ
モ
行
進
し
、
女

神
像
前
で
総
勢
３
５
０
名
が

参
加
し
て
決
起
集
会
を
行
い

ま
し
た
。
建
交
労
大
阪
の
参

な
支
払
能
力
を
も
っ
て
い

る
。
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
、

関
連
下
請
け
業
者
へ
の
適
正

な
単
価
の
支
払
い
を
実
践
し

て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
会
社
に
す
る

こ
と
と
、
利
用
者
の
安
全
に

対
す
る
経
費
を
し
っ
か
り
組

み
込
み
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

鉄
道
本
部
が
取
り
組
ん
だ
抗

議
宣
伝
行
動
に
建
交
労
の
仲

間
の
み
な
さ
ん
総
勢
２
４
名

が
結
集
し
ま
し
た
。
西
日
本

本
社
前
で
は
、
前
村
執
行
委

員
長
が
激
励
の
あ
い
さ
つ
。

前
村
執
行
委
員
長
は
、「
Ｊ
Ｒ

西
日
本
鉄
道
会
社
は
、
労
働

組
合
の
要
求
に
応
え
る
十
分
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